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──────────────── 

午後２時40分再開 

○副議長（野坂道明君）再開いたします。 

 引き続き、一般質問並びに議案に対する質疑を

行っていただきます。 

 ３番前住孝行議員 

○３番（前住孝行君）（登壇、拍手）傍聴席にお

越しの皆さん、また、インターネットケーブルテ

レビでお越しの皆さん、こんにちは。氷ノ山の貴

公子こと前住孝行と申します。 

 まず、冒頭に、私ごとではありますが、４月９

日の統一地方選の鳥取県議会議員選挙八頭選挙区

におきまして、御支援いただきました方々にこの

場をお借りしまして感謝申し上げます。 

 また、改めまして、平井知事におかれましても、

御当選おめでとうございます。 

 個人的にはお礼を言いたいことがたくさんあり

ましたが、これまでお礼を言う機会もない中、こ

のような鳥取県議会の議場という最高の場で直接

お伝えできることに幸せを感じております。 

 その内容としましては、遡ること11年前、

2012年の11月24日、若桜町の茗荷谷・渕見トンネ

ルが開通しました。その開通式の折、ちょっとし

た時間の合間に新米の一町会議員だった私は、平

井知事と話せるチャンスとばかりに、このトンネ

ルの先の県境過ぎた辺りは小代渓谷といって、秋

にはすごくきれいな渓谷があるのです。奇数月に

は鳥取県側から、偶数月は兵庫県側からの一方通

行でもいいですので、通れるようにすることがで

きませんかねとお願いさせてもらいました。怖い

もの知らずの行動ではありましたが、その冬明け

た３月末には、当時の井戸兵庫県知事と会談をさ

れ、2019年５月25日には供用開始となりました。

本当に知事のフットワークの軽さに感銘を受けま

した。 

 そのおかげでスキーつながりの兵庫県の友達と

も久しぶりに会う機会ができたり、小代地区の残

酷マラソンというマラソンがあるのですけれども、

そのマラソン大会に仲間と参加したり、夏場でも

若桜で見られない県外ナンバーの車を多く見るよ

うになったりと、様々な交流が生まれてきており

ます。 

 そのほかにも県の支援の下、若桜町で全国初の

保育料無償化を実施しました。その２年後には、

下降傾向だった若桜町の人口が一転して社会増と

なるなど、かなりの効果がありました。ほかの自

治体にも広がってきたので、その１年限りではあ

りましたが、若桜町にも希望の光が見えてきたこ

とを思い出します。そして、今や国のほうでは、

こども家庭庁ができ、保育料無償化も全国に広

がってきています。また、高校生の通学助成は保

護者としても助かりましたし、若桜鉄道など、公

共交通機関の利用促進にもつながり、また、若桜

町としても高校進学を期に引っ越しする人も減り、

転出も想定より減ったと思います。本当にありが

とうございました。 

 こうした様々な取組を認めていただいた県議会

の皆さんのおかげでもあります。本当にありがと

うございます。 

 今はその県議会議員の一員として、県民に感謝

してもらえる提案をできるだけ多くしていく覚悟

であります。４年間、精いっぱい務めてまいりま

すのでよろしくお願いします。 

 それでは、通告している２点について質問させ

ていただきます。 

 まずは、情報共有、県と市町村連携についてで

す。 

 私がこのたびの選挙で皆さんに訴えてきたこと

が、県と県民との橋渡しになるということです。

これまで13年間の若桜町議会議員時代に感じてき

たこととして、行政と議会だけでは町はよくなら

ない。主役である町民をもっと巻き込んでみんな

でよくしていかないと地方創生は難しいと思って

きました。 

 そのこともあって、より政治に関心を持っても

らえるようにとの思いもあり、議会報告会、今で

は名前を変えて議員座談会と称して、コロナ禍を

除き、毎年のように町内40集落の公民館を３班に

分かれて回り、議会報告や意見交換をし、町民の

声を聞いてまいりました。 

 その中で、町に関することであれば、自分の考

えを踏まえ、町政に問うことができたのですが、

県に関わること、例えば砂防堰堤の要望はどう

なっているのかとか、災害復旧工事はいつするの

だといったような、県に関係することになると全

く説明ができない状況がありました。一県民とし

て尋ねに行けばよかったのかもしれませんが、町

の担当者を通して尋ねることとなり、適切な回答
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ができていないことが多くありました。 

 そこで、県のホームページや町のホームページ

を見てみましたが、なかなか現状の情報を得るこ

とができませんでした。町が様々な要望を県でさ

れていることは知っていましたが、具体的にどん

なことを要望しているのか知ることがないまま過

ごしていました。 

 このたび県議会議員に当選させていただき、初

登庁後、八頭郡の町長や議長へ挨拶に伺いました。

そのときに県に要望されていることがどんなこと

か知るすべがないので、県への要望内容とその回

答を町のホームページなどで公開することはでき

ませんかとお願いもして回りました。 

 そのときに上川元張若桜町長が、県の町村会の

ホームページに載っていると教えてくださいまし

た。しかし、自分のまちのことを知ろうと思えば、

普通自分の住んでいる市町村か県のホームページ

で調べると思いますが、そこになければ、一般県

民は諦めてしまいます。 

 まして、県の町村会自体を知っている住民も少

ないでしょうから、これだと自分が住んでいるま

ちの知りたい情報にたどり着かないなと感じまし

た。 

 そう思いながら、早速その内容を見ると、令和

４年度については、54項目にわたる内容が要望さ

れ、各項目それぞれ県が回答され、県内の町村の

要望と県の方向性が分かり、とても勉強になりま

した。全部が全部自分の住んでいる町村に関わる

ことではないので、54項目全部読まれる方は県議

会議員ぐらいしかないかもしれませんが、それぞ

れの要望を出された町村が自分が出した要望に対

して県からこういう回答があったと各町村のホー

ムページに掲載すれば、自分の住んでいる町村が

どんな課題を抱え、それに対してどんな対応をし

ようとしているのか共通理解することができます。

県も大変な労力で回答されていると思いますので、

それぞれの市町村のホームページにも掲載を依頼

し、見える化することでさらに前向きな方向に進

んでいくと考えます。 

 八頭郡の３町長に挨拶回りをした後、智頭町の

ホームページで県要望というキーワード検索をす

ると、令和４年１月から11月、集落等からの要望

というところにアクセスできましたし、八頭町の

ホームページでは、令和４年度合同点検対策箇所

等一覧表で小中学校区ごとの通学路点検箇所の対

策等が掲載されています。要望は様々な分野に及

ぶと思いますが、要望を受け、回答したことは県

のホームページにも各市町村のホームページでも

公開し、県民により分かりやすく情報公開をする

ことで、県民を巻き込んだ政策へとつながると考

えますが、知事の所見を伺います。 

 次に、道路管理のＩｏＴ化についてです。 

 ６月補正予算の説明資料の県土整備部技術企画

課の土木総務費の説明に、まさに道路維持管理シ

ステムのＩｏＴ化を拡張するとありました。どう

いうシステムかというと、道路パトロールをし、

タブレットで映像を撮って位置情報も把握し、報

告書を作るといったような説明でしたが、それで

は時間と労力がかかってしまうのではないかと想

像したところです。より効率化を図っていただき、

できるだけコストを削減し、多くの道路修繕をし

ていただきたいという思いで、次の提案です。 

 2020年11月19日、コロナ禍でありましたので、

オンラインで全国市町村国際文化研究所、通称Ｊ

ＩＡＭという研修で、第２回市町村議会議員特別

セミナーに参加しました。その中の講義の一つに、

地方自治体におけるＡＩ・ＲＰＡの導入と今後の

展開と題して、早稲田大学政治経済学術院教授の

稲継裕昭氏の講演を聞きました。その中で自治体

の活用事例の説明をされ、千葉市の道路管理シス

テムちばレポを紹介されました。スマホみたいな

もので道路の動画撮影をすると、亀裂を検知して、

その亀裂の度合いで赤や黄色、緑と判断し数値化

されるようです。大学と連携して作られていて、

ＧＰＳでどの位置かも分かり、年間10万円で運営

されているということでした。それから３年近く

たっておりますので、今ではより様々なシステム

が考えられていると思いますし、より鳥取県に

合ったものを地元の大学と開発されてもいいと思

います。 

 このように数値化できるようなシステム開発を

検討されてはと考えますが、知事の所見を伺いま

す。若桜町議会でも同じような質問をさせていた

だきましたが、私の知る限りでは、いまだ導入さ

れていません。 

 国道29号線若桜駅に入る信号の先、鶴尾橋の辺

りから大炊集落の橋の辺りまで道がよくないが、

何とかなりませんかというふうに言われますが、
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優先順位がまだなのでしょうねと抽象的なことし

か答えられません。 

 しかしながら、こうして数値化できれば、あと

何番目ぐらいに取りかかってもらえるかもしれな

いとおおよその見通しが立つものと考えます。あ

と２～３年したらきれいに舗装してもらえると思

えば、我慢できることもあると思います。県民に

とっては、町道だろうが国道だろうが関係なく、

公道を使っておられます。数値化した情報を県が

中心となって、国や市町村に提供したり、進めて

おられるシステムを、県民を含め、民間での活用

にして、より効率のよいものにならないのか、知

事の所見を伺います。 

 以上で壇上での質問を終わります。 

○副議長（野坂道明君）議長より申し上げます。

先ほど前住議員の発言中、誤解を招きかねないと

思われるものがございました。ついては、後刻、

記録を精査の上、必要があれば適切な措置を取る

ことといたします。 

 答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住孝行議員の御

質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 このたびは、前住議員におかれましては、めで

たく県議会のほうへ議席を得られました。考えて

みますと、茗荷谷トンネルのときのこと、ああい

うようないろんな御縁をこれまでもいただいてお

りまして、若手の中心として御活躍をされていた

そのエネルギーを県政へ持ち込んでいただけるこ

と、本当に感謝を申し上げたいと思います。 

 茗荷谷のところのトンネルは、あれは舂米に上

がっていくスキーヤー、私も家族でよく行ったも

のですが、自分が行くときも、脱輪して横でおっ

こちている人がいるとか、いろいろと見かけたも

のでありまして、つづら折りの峠道が雪道になり

ますと、非常に何か厳しいものがあって、一応消

雪はしてありましたけれども、なかなか難しい。 

 そういう意味で、スキー場へのアクセスがどう

かなということで、やはりあれは緊急性のあるも

のとして、トンネルを主体としたバイパスをこし

らえたわけでありまして、大分アクセス性がよく

なったと思います。 

 ただ、その先のさらに兵庫県側へとつないでい

くのが非常に重要でございまして、残念ながら

ちょっと兵庫県側の熱意と私どものほうの若桜に

上っていって、また県境を越えてという熱意、若

干の温度差が常にありまして、向こうも災害が多

いところなので、災害で止まったりすることも大

変に多かったわけです。 

 井戸知事とはかねていろいろと意見交換する場

もございまして、井戸さんもこちらの兵庫県庁で

勤めおられた過去が実はあります。私は兵庫県庁

で勤めていた過去がありまして、兵庫県庁時代は、

さっきも、昨日も東田議員のお話がありましたが、

地方課というところで兵庫県に勤めていまして、

そのときにニューおじろのスキー場の整備とか、

それから新温泉町のリフレッシュパークゆむら、

整備事業は実は私が結構湯水のように財源をつぎ

込んだ思い出の施設でございます。そういうよう

なことでいろいろと御縁がある。兵庫県の井戸知

事は逆のことをこちらで経験されていまして、土

地カンもありながらお話ができる非常にいい関係

でありました。 

 そんなわけで、今も完全ではありませんが、あ

ちらのほうに向けていく、そういうことになって、

それであの茗荷谷のバイパスもなお生きるような

ことになるというふうに期待をいたしております。 

 そういうような御縁を与えていただき、先ほど

もお話ございましたけれども、スキーを通じてな

どで活躍をされておられる議員が兵庫県側とも連

帯を深めておられること、本当にありがたいこと

だなというふうに思います。 

 スキーヤーで私と同じ今首長の役割をされてい

る荻原健司さんがいらっしゃいます。今、長野の

市長をして、それなりに苦労しているように報道

されています。あの方は、まずはやってみる、と

にかくやってみるというのをモットーにスキー

ヤーとして活躍をされていました。 

 まさに前住議員もそうしたスピリッツを体現し

て、これから議場での活躍をされることをお祈り

を申し上げたいと思います。 

 それで、私のほうに２点お尋ねがございました。

１つは、情報公開についてであります。 

 私もちょっとそこはあまり気づいていなかった

ところかなと思います。もともとオープンな県政

を目指していまして、住民の皆さんが参画してい

ただくために情報を公開をするということを鳥取

県の言わば県政の基本にしております。ですから、
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情報公開条例に基づく情報公開なども、かつてオ

ンブズマンはナンバーワンにレーティングをして

くれました。それ以前にちょっといろいろと問題

もあったのですけれども、例えば情報公開の費用、

手数料無料化とか、それからまた、黒塗りが多

かったところを大分やめまして、そういうような

ことをした結果、大分評価をいただくようになっ

たところであります。 

 実はこうした情報公開というのは、学名的には

消極的情報公開といわれるものでありまして、請

求があったら情報公開するというものであります。

ですから、請求があれば大概の情報は、本県の場

合は出てきます。どうしても個人名のところとか、

あるいは病気だとか、本当に限られたところだけ

公開から外れるということが原則でございます。 

 ただ、もう一つ大事な積極的情報公開というも

のでありまして、県政に参画をしていただいたり、

いろいろ御意見をいただく、また、議員がおっ

しゃるように、恐らく県のホームページ等の情報

というのは、市町村の行政や、あるいはこういう

ことを研究している研究者だとか、いろんな方に

とって非常に貴重な情報というのはあるのではな

いかと思われます。 

 例えば新型コロナで私たちは実は大騒動に巻き

込まれておりました。そのときに、鳥取県のホー

ムページの情報アクセス数が物すごい伸びたので

すね。これは、鳥取県は他県に比べまして、そう

した情報の開示だとか、出す情報の質の問題が

あったのだと思うのですが、そういう意味で参照

される、そういう対象になっていました。私の記

者会見録もかなり参照されています。それは、大

分新型コロナについて率直な意見を現場の感覚で

述べることがある意味関係者から大変にポジティ

ブに受け取られたのだと思います。 

 こういうのは全てルール上、公開するのですね。

ホームページに載せるという意味の積極的な情報

公開であります。ここの分野がまだ十分展開でき

ていないところがあるのかなと思いました。 

 今日の御質問を受けまして、そうした積極的情

報公開、例えば市町村の皆さんとのやり取りです

とか、それからその要望に対する答え。これは実

はペーパーワークも含めて、本県の場合は丁寧に

やっています。そうしたものが開示にして差し支

えなければ、開示できるわけでありまして、ただ、

ちょっと一方的にできない事情があるかもしれま

せんので、市町村の御意見も伺って、市町村との

そうしたやり取り関連の資料一式は、単に面談し

たということだけでなくて、その資料も添付をす

るような積極的情報公開、このレベルに引き上げ

ることを検討させていただきたいと思います。

ちょっと協議の時間をいただいて、調い次第、そ

のように移行させていただきたいと思います。 

 道路の維持管理のシステム、見える化につきま

してお尋ねがございました。 

 これは、詳細は部長の蒲原のほうから御答弁を

申し上げたいと思います。 

 議員のほうでも御指摘ございました維持管理の

システムを昨年度から運用させていただいており

まして、これにより、パトロールをする人、それ

から維持管理の担当者、また、それを施工する事

業者、そういうところが共有をして、タブレット

端末でＧＰＳ機能なども活用しながら、ＧＰＳと

いうか、地図情報データを活用しながら、調書の

作成も含めて、大分合理化、省力化、またタイム

リーな対応ができるようになったところでありま

す。 

 これはこれで十分な意味があると思いますが、

あわせて、議員がおっしゃるような、例えばひび

割れから判定するというやり方もあるのですけれ

ども、本県は今、鳥取大学と共同研究を実はここ

数年やってきて、令和３年度にそのシステムが出

来上がりました。これは、道路損傷の測定システ

ムでありまして、振動データを基に、道路を走る

とやはり振動があります、これを計測して、それ

で、その計測したデータでその下の部分がどう

なっているかというのを推測していくと。こうい

う損傷を測る一つの有効な方策ではないかという

ことで共同研究を進めてきました。 

 今17台、その測定車を造っています。これは通

常の車に搭載するのですね。こういうものを例え

ば運輸業者だとか、いろいろと協力をいただきな

がらやっていけば、日常からデータが集積をして

くる。これはクラウドでまとめまして、それで、

例えば経年的にも、時系列的に変化を見ることが

できたりする。時系列を追っていくと、あっ、こ

こはちょっと今大分損傷が進んできたなとかいう

ことが分かるじゃないかというような運用を目指

しているところであります。まだ完成というレベ
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ルではございませんが、今、実証試験の段階のよ

うな御理解かと思います。 

 そういうようなことを今併せて、並行してさせ

ていただいておりまして、議員がおっしゃるよう

な、分かりやすく、そして効果的な維持管理、補

修のシステム形成を図ってまいりたいと思います。 

○副議長（野坂道明君）蒲原県土整備部長 

○県土整備部長（蒲原潤一君）私のほうからは、

道路管理のＩｏＴ化につきまして、補足の答弁を

させていただきたいと思います。 

 道路の修繕を効率化していくということは、労

働者不足への対応の観点から、とても重要な課題

と承知してございます。その技術開発、導入の段

階には手順というものがあると思っておりまして、

まず、道路の破損状況をなどを客観的、効率的に

収集して評価する段階。今実は、当県はこの段階

かと思っております。将来的には、順を追って、

その優先度を判断するための各種要素ですとか、

補修履歴等を突き合わせて比較、評価するですと

か、さらに、それらの結果を用いまして、最適な

修繕方法と優先度を判断していくためのシステム

を開発するといったふうに発展していくものでは

ないかというふうに思ってございます。 

 こうした最初の段階としまして、令和３年度末

には道路維持管理システムの開発を行いまして、

先ほど知事のほうからも話がありましたが、タブ

レット端末に現場で入力して、帳票を自動作成を

するような機能ですとか、それから、補修の関係

の指示や確認を維持工業社に対して、メール等の

システム登録によりまして、自動で行う機能とか

を今本格運用を開始したところでございます。 

 議員御指摘の補修の優先度等につきましては、

こういったものを評価する、あるいはそれを特定

するような機能は有してございませんが、補修の

優先度そのものの評価は、路線の交通量ですとか、

地域内の重要度など複合的な要素によって決定さ

れるというような性質がございます。 

 いずれにしましても、システムの機能改良によ

る高度な技術や学術的知見に基づく検討は必要だ

と思っておりますので、鳥取大学等の研究機関の

御意見もいただきながら、検討を進めたいという

ふうに思います。 

 議員のほうからお話がありました、ちばレポに

つきましては、例えば市民の協働投稿サービスと

して、市民がスマホアプリを活用しまして、公共

インフラの不具合などのレポートを投稿して、そ

の対応結果を報告を受けるですとか、オプション

としましては、道路の損傷の検出を自動で行うよ

うなサービスがあるように聞いてございます。 

 当県では、いわゆる不具合の通報を受けるに際

しましては、セミエキスパートによる通報が有効

と判断をいたしておりまして、この理由は、異常

を正しく理解をして、道路管理者による、結局最

低限やらなければならないパトロールとの重複が

避けれるといったようなことですとか、それから

先ほど維持工業社との情報の共有というところに

注力をいたしまして、これはワークフローと呼び

ますが、そういった指示報告がシステム化してい

くほうも当方としては重視して、システム化を進

めているですとか、それから、道路の損傷検出

サービスにつきましても、結局、ガードレールで

すとか、標識ですとかの道路附属物の破損や側溝

の土砂堆積、植生繁茂等につきましては、従前ど

おり、当県で進めてきたやり方でないとなし得な

いというふうに判断をしているというふうな事情

がございます。 

○副議長（野坂道明君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）鳥取大学と連携して、振動

データを使っての取組、また、県民に投稿しても

らうシステムのこと等、様々な方向を考えられて

いるということで、その辺も進めていただけたら

なというふうに思います。 

 情報共有の質問についてですけれども、砂防堰

堤の要望というのもありました。市町村が受けて

出されている請願や陳情など、公のことになって

いることは本当に情報として出せるのかなという

ふうに思っております。なかなか地権者との交渉

が難しそうであれば、理由は出さずとも、事業が

難しいというような回答を出すのは事実なので、

出してもよいのかなというふうに思いました。 

 また、様々な団体からの要望等は、先ほど知事

が言われたように、情報公開をお願いすることが

困難な場合というのもあると思います。そういっ

た情報もあるので、その辺りは本当に精査してい

ただいて、出せる情報は出していくべきだという

ふうに考えますので、よろしくお願いします。 

 こういったことを進めていただけましたら、市

町村の議員さんもより活発な議員活動や議会活動
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につながることがあると思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 道路管理のＩｏＴ化については、先ほどもあり

ましたように、県民を巻き込んで、危険箇所の写

真データを投稿してもらうシステムというのはい

いなというふうに思いました。投稿した人も役立

ち感というのが得られ、また、みんなが幸せにな

るのではないかなというふうに思います。 

 しかしながら、投稿したもの勝ちみたいなこと

にならないように気をつけていただいて、修繕箇

所のそういった数値化ができるようなシステムが

あれば、ぜひお願いできたらなというふうに思い

ます。 

 それでは、追及質問のほうに移りたいと思いま

す。 

 道路管理のＩｏＴ化については、凍結防止剤散

布についての意見も多くあります。冬場になると、

凍結防止剤を山間部ではよく使われます。それは、

事故防止のために必要なことで、委託業者の方に

は大変なお世話になっております。 

 それぞれの地域で特色があるかもしれませんが、

場所によっては、道路が白くなるほど散布されて

いるところがあり、県民の中には、新車で買った

車が６年で廃車になった、まけばいいってもので

はないだろうというような意見を伺いました。凍

結しやすい場所を中心に凍結防止剤を散布します

が、どれくらいの量をまいたのか、それでどう

なったなどの情報もＩｏＴ化で積み上げていって、

委託業者の長年の感覚というのも大切ですけれど

も、適切な管理の仕方へとつながるようなことが

できればと考えます。 

 このことについての知事の所見を伺います。 

○副議長（野坂道明君）答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）前住議員から重ね

てのお尋ねがございました。 

 詳細は、蒲原部長のほうから御答弁申し上げた

いと思いますが、確かに融雪剤は、あれは塩化ナ

トリウムでありますし、消雪剤は塩化カルシウム、

塩化ナトリウム、要は塩をまいているわけであり

ますから、それは車が傷むということは当然あり

得るのかなということでありますが、ただ、そう

しないとスリップ事故が起こったり、また、除雪

のできていない道路でスタックした車が立ち往生

してみたりがございますので、そうはいっても、

これは御了解をいただきながらということかと思

いますが、御協力、御理解もいただきたいところ

でもあります。 

 今、本県は、例の平成28、29年ぐらいの豪雪で

立ち往生というようなことがありまして、こうし

た消雪剤や融雪剤をまく車両も含めて、ＧＰＳで

位置情報を取って、どういう出動状況か、あるい

はどこをどれだけ取っているかというのは分かる

ようになっています。これは、業者間とか、ある

いは市町村とも共有していまして、そういう意味

で、こういうのを活用しながら、ある程度目安を

立てることは可能かもしれませんが、正直、どれ

だけまくかというのは、例えば、これは前住議員

はお分かりのことだと思う、斜面がどれだけか、

あるいは乾いているか、あるいは雪がたまってい

るかとか、それから温度がどうだとか、そういう

気象条件だとか、いろんなものでやはりまき方と

いうのは変わってくるわけでありまして、正直、

一定職人芸的なところがあると。 

 それで、ただ、そうはいっても、県も行政で、

税金でやるものでありますから、例えば融雪、消

雪、そういうようなものを30段階ぐらい、10段階

ぐらいでそれぞれ、実はこれほどまくというのは

一定の決めがありまして、その中で、それを事業

者のほうでその指示に従ってまいているというふ

うに御理解いただけたらと思います。 

 ですから、うまくすれば、その辺の総量は見え

るのかもしれませんが、ただ、ちょっと細かく計

算するのはどうかなという部分でもあります。 

 今、我々も興味を持っているシステムは、実は、

あれは薬をまく車というのは大体２人でオペレー

ションしていまして、助手席のほうでどれだけま

けるかというコントロールをしながらやっている

わけですね。片方が運転をしてと。そういうよう

な仕組みなので、例えばコントロールタワーであ

る総括の担当者のほうから、ここではこれぐらい

まいてくれというようなことの指示を例えばＩＣ

Ｔを使って出していく。それから、そこで、その

ためにどういうふうにこれを管理したらいいかと

いうのを、今どきはお風呂に入るのでも御飯を炊

くのでも、みんな言葉でしゃべってきます。です

から、ああいうので、もっと蓋を開けなさいとか、

閉めなさいと。そういうのを横でごちゃごちゃ言
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うような、そういうシステムがある。このような

組み合わせて、合理的にその散布をするというこ

とは考えられるわけでありまして、こういうよう

なシステムを今導入されつつあるということであ

りまして、そういう新しい技術にも私どもも

ちょっと調査をかけてみながら、議員がおっしゃ

るように、その結果として、この程度まいたとい

う感覚や、あるいは多分議員がおっしゃるのは、

適正な規模でまきなさいということだと思います

ので、そこのコントロールがきちんとできるよう

な、そういう体制を目指してまいりたいと思いま

す。 

○副議長（野坂道明君）蒲原県土整備部長 

○県土整備部長（蒲原潤一君）私のほうからは、

凍結防止剤散布につきまして、補足の答弁をさせ

ていただきたいと思います。 

 現在、県内の凍結防止剤散布につきましては、

県管理道路1,945キロメートルのうち、冬季閉鎖

区間等を除きまして、1,740キロメートルを対象

といたしまして、路面の凍結、また、そのおそれ

が予測される場合に散布することとしております。 

 大部分が積雪地帯である本県にとって、円滑な

交通を確保するために重要と承知してございます。 

 凍結防止剤の散布量につきましては、知事が御

答弁されましたように、当日の路面の湿潤状況で

すとか、当面の気温変化や天候、日が当たるか否

かなどの自然条件ですとか、そういった気象の予

測情報などによりまして、総合的に考慮して決定

する必要がありまして、オペレーターの技量や感

覚に頼っているところが多いのが実態でございま

す。 

 凍結防止剤の散布量の最適化につきましては、

御指摘のとおり、ＩｏＴ技術の導入によりまして

散布量のデータを蓄積し、その分析をして、その

結果と突き合わせまして進めていくということは

有効だと承知してございます。 

 先ほど言いましたように、刻々と変化する気象

状況などを踏まえますと、現時点では定量的に散

布量を決定することが技術的に困難であるという

ふうに認識をしてございます。 

 知事が御答弁された最新の技術と言われますの

がＧＰＳを利用した凍結防止剤の散布量調節支援

技術ということで、これは散布車に搭載する自動

散布用のデバイスで設定した情報を受信、走行し

ながら、現在地に応じた散布量や散布の幅を自動

で変更する技術でございます。 

 こうした技術の導入を今後とも、可能なものに

つきまして、あるいは実効性のあるものにつきま

して、先進技術の情報収集に努めまして、作業の

効率化を進めてまいりたいと存じます。 

○副議長（野坂道明君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）本当に適切な管理というこ

とで、そういったシステムを使っていただいて

やっていただけたらと思うのですけれども、やは

り長年の勘というのは本当に大事な部分でもある

のですけれども、この場合は凍結防止剤散布です

けれども、除雪とか、そういった方が、ずっと同

じ方がやっておったら大体どこにどれぐらいまく

かというのは感覚的には分かっておられると思う

のですけれども、なかなか夜の仕事とか、時間が

長くなってしまったりする作業になると、なかな

か年配になられると大変な状況になってくると

思っております。若い方がそういったことになっ

てくると、なかなか力量というか、そういった技

術というか、そういったことがないと、どれだけ

まいていいのか分からないということもあったり

するかもしれませんので、そういった長年の感覚

を持っておられる人がそういったデータをなるべ

く多く蓄積していただいて、ぱっとした若い子と

かでも対応できるようなシステムになればなとい

うふうに思ったりもしますので、ぜひとも進めて

いただけたらというふうに思います。 

 また、ちょっと通告はしておりませんので、要

望だけになるかもしれませんけれども、区画線に

ついても、危険な箇所ほど消えやすくなっている

のかなというふうに思ったりもしますので、その

辺りのことについて、先ほどガードレールのこと

も言われておりましたが、そういった路面の状況

とか区画線、道路標示ですか、といったところも

何かそういったことを県民に投稿してもらって、

多くの箇所の安全確保につながるように併せてお

願いしたいと思います。 

 さらに追及させていただきます。 

 道路管理については、道路脇の除草や植木の剪

定の管理もあります。 

 スキー仲間が夏場に＃ＷｅＬｏｖｅ鳥取の助成

事業を使って、バーベキューを食べに氷ノ山に来

られました。そのときに、冬場は雪が積もって道
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が狭くなるのは分かるけれども、夏場なのに、周

りの草でこんなに道が狭かったのかというふうに

思ったというふうな感想を言われました。 

 観光客の視点からも、道路の管理次第では過疎

化の状況を伝えてしまう状況にもなりかねません。

しかし、除草作業というのも、近年の猛暑の中で

の作業は本当に大変な作業であります。 

 道路脇の管理についても、ＩｏＴ化を併せて進

めていただきたいと思いますが、知事の所見を伺

います。 

○副議長（野坂道明君）答弁を求めます。 

 平井知事 

○知事（平井伸治君）（登壇）この草木（そうも

く）、草木（くさき）の除草等につきまして、そ

の合理化は、また県土整備部長のほうから重ねて

お話を申し上げたいと思います。 

 区画線であるとか、あるいはいろいろと災害的

な被災箇所的なことだとか、いろいろと通報する

というのは非常に重要であろうかと思います。 

 実はかつて大雪があったとき、あのときは防災

トリピーとかを通じまして、何ていいますか、こ

こはこんなにスタックしているよとか、そういう

情報が実はネットで飛び交ったわけです。これを

見ると、どこに出動すればいいかというのが分か

るわけですよね。そういうのを活用しようとして

やったことがございました。 

 ところが、ちょっとそうしたＳＮＳの場合は、

何か変な炎上したりとか、意図的にちょっと曲

がった情報が出されたりだとか、実は結構コント

ロールが難しいことがありまして、この手の投稿

というのをどうやって活用するかというのは

ちょっとデリケートな課題があるというのも我々

は体験をしてまいりました。 

 実は災害等で、地震のときなども含めて、こう

やって被災しているよというのは、例えば県の土

木関係のＯＢだとかがボランティア部隊を組織し

ていまして、そうしたところで、県庁とはまた別

働隊でそのパトロールをしてもらうというイメー

ジですかね。それで見ると、ここが壊れているよ

とか、そういうのを通報して、災害復旧などを早

めにやっていこうというふうなことがあったりし

ます。 

 ですから、いろいろと今、議員がおっしゃるよ

うなことは、ＧＰＳ機能だとかも併用していけば、

もっと合理的に活用できる可能性がありまして、

今後もよく研究をしてまいりたいと思います。 

 こうした草木をはじめとした道路の維持、補修

につきましても同様の観点で、今後もいろいろと

システムの改善や普及を図ってまいりたいと思い

ます。 

○副議長（野坂道明君）蒲原県土整備部長 

○県土整備部長（蒲原潤一君）私のほうからは、

道路脇の管理につきましてのＩｏＴ化につきまし

て、補足の答弁をさせていただきます。 

 県では、道路の適正な維持管理を図ることを目

的といたしまして、道路の役割や交通量に応じて、

各路線、週１回以上の道路パトロールを実施して、

異常の把握、早期の応急対策に努めているところ

でございます。 

 国道428号ですと、パトロールの頻度は、例え

ば４ランク中の上から２つ目で週３回以上とか、

そういうような取決めをしながら進めているとこ

ろでございます。また、道路脇の除草につきまし

ては、草木の繁茂による視距不良を防止するため

に、年１から２回の除草作業を実施しているとい

うところでございます。 

 議員御提案のような、道路脇の管理におけるＩ

ｏＴの活用といたしましては、例えば道路のり面

等の現況地形をデータ化した上で管理いたしまし

て、草木の繁茂後の地形データを収集することで、

除草が必要となる区間を抽出するとかのそういっ

た手法について、類似の開発が進められていると

いうふうに聞いてございますが、現時点では実用

段階ではないというふうに承知してございます。 

 これはどういうことかといいますと、例えば

レーザー測量の計器を専用機器として搭載した車

両を道路をまず走らせます。そのレーザー測量に

よって、無数の点群データを取得して、それらの

変化を突き合わせることで、例えば除草等の必要

な箇所をあぶり出せないかというようなアイデア

はあるわけですけれども、今申し上げたような技

術につきましては、電柱等の占用施設ですとか、

河川堤防の高さですとか、数年に１回程度のもの

に適用するというような向きで技術開発をされて

いて、なかなか今申し上げた頻度による草木の除

草といったようなところには莫大な費用を要する

のかなと。例えばそういったような状況かと承知

しております。 
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 道路管理におきますＩｏＴによる先端ＩＴ技術

の活用はとても有効であるというふうに思います。

最新技術の動向を注視しつつ、道路管理の有効性

を高めまして、早期の修繕対応等を行いながら、

県民や観光客に快適な道路空間を提供できるよう

努めてまいりたいと存じます。 

○副議長（野坂道明君）３番前住議員 

○３番（前住孝行君）様々な面でこういったＩｏ

Ｔが進んでいくと、本当に●イクのだろうなとい

うふうに思ったりもしています。 

 先日やっと私自身もナビつきの車を購入いたし

まして、そうすると、ＶＩＣＳですか、そういっ

た道路交通情報通信システムセンターですかね、

そういったところの連携というのはどうかなとい

うふうに思ったりもしました。いつも若葉台のと

ころの交差点のところに行くと、安全運転を促す

ような案内がされたりしています。そういったと

ころと連携しながら、もし何か危ない危険なとこ

ろがあったら、そういったところと連携して、安

全運転を促すようなことができないのかなという

ふうに思ったりもしました。それはただの感想で

す。 

 県議会議員の選挙の後半に、大雨が降った次の

日でしたけれども、県道103号若桜湯村温泉線を

遊説しているときに、ちょうど赤松集落を過ぎた

ところでしたけれども、落石を発見しました。運

動員さんに電話してもらって、諸鹿集落に行って、

帰ってくる頃にはもうその落石を除去してくれて

おりました。こういった素早い対応に、委託業者

さんには本当に感謝の気持ちしかありません。 

 こうして、鳥取県のあらゆる道が快適で、観光

客にも鳥取県の道は走りやすくていいなと思って

もらえれば、より鳥取県の好感度も上がってくる

と思います。様々な分野で、よりこの鳥取県に

合ったＩｏＴ化を進めていただいて、鳥取県、県

民みんなが情報を共有し、鳥取県の明るい未来へ

続く道が快適で最高と言われることを祈念いたし

まして、一般質問を終わります。 

○副議長（野坂道明君）本日の議事日程は全て終

了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

午後３時31分散会 

──────────────── 

 


